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は じ め に
現代社会に生 じる諸事象に対処し,それを解決していくためには,必 然のこ
ととして,統計的な見方 ・考}方,さ らにとら}方の素養を小学校の段階から
育成し身につけさせてい くことが重要であ り大切な課題であると考xる 。
























等に取 り扱わなければならないことを意味するのである。この よ うに考}る
と,小学校においても,従来から統計はかなり重視されてきてはいるが,し か



























これらの分類については,拙著 『小学校;firit育におけ る統計 教育』の中
で,現 行の小学校算数科育科書に編集されている 「表 とグラフの系統」をみて
資料 として提示されてきた。その系統を見るに,「 一次元と二次元,時系列に
よるもの と分布系列によるもの,さ らに,属 性によるものと変数によるもの」
などがあることに気づ く。


























D.数 量 関 係
(2)資料を表やグラフで分か りやす く表した り,それらをよんだりするこ
とができるようにする。










ばすとともに,目 的に応じて依存関係を調べた り分類整理した りすること
ができるようにする。
2.内 容














を用いて表した り,考察した りする能力を伸ばす とともに,目 的に応じた依存
関係を調べた りする能力を順序伸ばすことにする」 として統計的考察に必要 と
する内容を加えている。
これは,偶 然によって左右される,1つ1つ については,何 の法則もないよ
うにみえる事象については,集団として観察することにより,そこにある関係
や傾向,法則などをみいだした り,そのような事象について正 し く判 断した

























第3学 年の内容においては,次 の点について指導上の力点 としてあげ てい
る。
○資料の整理 とグラフ(D,(2))






















0 0 0 X
X 0 X 0
0 X 0 0
0 0 O 0
X O O O
0 X O X
0 O O 0
0 0 0 X
X 0 0 0












を,き ろ くしま した。
































あた った,た まの数 を,お
おい じゅん にかいた,ひ ょ う








0 O 0 0
0 0 0 0
0 O 0 0
0 0 0 O
0 0 0 0











を,○ であ らわした グ
ラフをつ くりましよ う,
い さむ くんは,さ つ
きさん よ りも,な ん こ













フなどに表した りして,そ の時に配慮する事柄については,第3学 年で示 され
ている。
この学年では,資料を2つ の観点から分類整理して表やグラフなどに表すこ
とを取 りあげる。資料を集め,分 類するにあたって,適切な観点から起 こり得
る場合を分類して,項 目を決めることが必要である。
例えば,A,B2つ の観点か ら資料をみるとき,Aか らみて資料は 「性質a
をもっている」 と 「性質aを もっていない」の場合が考えられ,ま た,Bか ら




このように,2つ の観点から,γのyを 分類整理した り,論理的に起 こり得
る場合を調べた り,落ちや重なりがないように考}た りす ることは極めて大切
なことであると考える。
○特徴や傾向を調べた りす ること。
この学年のグラフの指導では,第3学 年 の 「資料の整理 とグラフ」 におい
て,数量関係に関して折れ線グラフなどを取 り扱 うが,こ こでは,資 料を棒グ







































そ れ を 一・
の りもの 数(台)















































い う数 2 3 4 5
山 田 君 の
答 え3



















●組 み合 わせ を,表 に表 わ して
調べ る。
と,山 田君 の答 えの数 は,
ax3
平均 と概 測




















































●帯 グラフ ・円 グラ フ
その特徴 。

























そこで,系 統的内容の把握 とその過程において,そ れぞれの単元に編集され
た教材内容 とその学年的発展について明らかになった。








●表 ・グラ フを目的 に応 じて選
び,便 利 な もの を くふ うす る。




















●一次 元の表 を読 む。
カ ー ネ ー シ ョ ン 304本
ス イ ト ピ ー 270本
ゆ り 275本






1 2 3 4 5
11 12 13 14 15
21 22 23 24 25













理でい う真偽の判定 とも関連して,統計の初歩的な大切な操作 であ る と考え
る。
この学習面では,
玉く 瓢 かつた ゜
数の大きさく 蠹:騾 ゜





そして,記 録された表だけでは,、どれが多 くあったかが理解 しに くいため
「ひと目でみてわかるようにすればよいか」を考えさせ,○だけ集めて表せば
よいことに気づかせる。







また,勝 ち負けの判定のしやすいくふ うのひとつ として,一次元の表にも表
現することを経験させることになる。
この経験を支えとしながら,表やグラフをさらに活用させるために,「たん
じょう日しらべ」 「天気しらべ」を通して,実 際の資料収集,統 計領域の指導
の過程を経験させる。




11月 の 天 気 し ら べ
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
◇・〔b森 皀)も 一◇ に)に)森 ら
11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日
命 森 皇)や 森 森c)9)も ら
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21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日








(1)はれの日,く もりの日,雨の 日は,そ れぞれなん日ありましたか。ひょ
うにまとめましよう。
天 気 森 ら 命 こうけい
日 数
(2)ひょうを もとに して,グ ラフをか きまし よう。
以上,2年 生の学習内容を素地 として,3年 生で学習する 「表 とグラフ」の
系統的展開について考察する。ここでは,子 どもたちの身の回 りの事象につい
て,目 的に応じて観点を決め,資料を分類整理して,これを表や グラフに表し











(1)簡単なことが らについて,資料を集めたり記録した りでき るよ うに な
る。














この学習の導入第1時 の場面の設定は,統 計の最 も基本 となるものとしての
統計的なものの見方,考 え方ができることにある。
そこで,子 ども自身が資料を 「集める」「まとめる」厂よみとる」の3つ の段
階を通ってはじめて統計的な見方,考 え方が育つ。
:1
「正」 とい う記録の取 り方。
○資料 を整理 し,表 に まとめ る。
表2→ 表3→ 表4
表2.
ト ラ ッ ク 正 一
バ ス 下
じょうよう車 正 正
オー トバ イ 正 正
じ て ん 車 正 正 正T
小学校算数教育における統計教育(2)
表3.交 通 しらべ 表4.交 通 しらべ
の りもの 数㈲ の りもの 数㈲
ト ラ ッ ク 6 じ て ん 車 17
バ ス 3 じょうよう車 10
じょうよう車 10
「
オ ー トバ イ 9
オ ー トバ イ 9 ト ラ ッ ク 6
じて ん 車 17 バ ス 3



















































(午後2時 から2時 半 まで)
00
ト バ じ オ じ じ じ オ ト バ
ζ ま 真 Σx業 真;
ク ス う イ 車 車 う イ ク ス
車 車


























先にみてきた3つ の段階の内,表2,3,4の それぞれ の学 習 を通し て,
「資料を集める」段階 として位置づけることを重視していくことは,日常の事
象を数理的にとら}る力を育成するためにも,重要な経験 とな るもの と考x
る。






棒グラフの学習 として,その作成する目的か ら考}て みると,「整理の仕方」










なお棒グラフでは最小 目盛 りがどれだけかを,ま ず的確に把握させることが
大切であり,これは,資料の数値やグラフの目的によってかわることも,学習
の経験に よって理解 させる大切な内容と考える。
表については,こ の学年では,一 次元の表を二次元の表の2つ を学 習す る
が,いずれも,合計欄の必要なことなど,2つに必要とする基本的なかき方,
よみ方の基本条件を理解 させるようにしたい。




学 習 活 動 留 意 点
1 棒 グラフのよみ方やよさなどについて想起 し、 グラフをかく
意図をもたせ る。
①棒 グラフをよむ。(図4)
●表題、 目盛 り、頂 目、台数 、
棒 の長 さの比較(差 ・傍)に っい
て。
②棒 グラフの よい点 につ いて話 し
合 う。
③ もっと見やす い、 よい グラフの
作成 につ いて考 える。
●各 要素 につ いて確 かに定着 して
い るかをみ る。
●各 自に発言 させて、 よい点 をま
とめ る。
●棒 グラフを書 くことの導入 にな
るため、一人 ひ とりに意欲 を起 こ
させ るよ うにす る。










②頂 目につ いて 多
し》川頁1こし〉う。
●棒 グラフのか き方 は、














「じてん車」の台数を棒 グラフに表す ことを通 して、棒 グラ
フのかき方 を調べる。
① じて ん車、 じょうよ う車、 オー
トバ イ、 トラック、バ スの台数
を確 かめ る'。
図3の 棒 グラフか ら、 それぞれの





























ことの大切 さを知 らせ る。
●友だちと比べて、よい点、悪い
点に気づかせ る。
4 棒 グラフを完成 させ、棒 グラフのかき方をまとめる。



















ん うう 共 ・ ス
車 車 イ ク
5 図3の グラフ と比べて、新 しい グラフの よ さを知 る。
① で きた棒 グラフをよむ。
●頂 目 ・数量 ・棒 の長 さの比較
(差・倍)
② の棒 グラフ と比べ て、 よ






3年生の学習内容を素地として,4年 生で学習する 「表 とグラフ」の系統的
展開について考察する。
ここで考察する内容は,分 類整理の指導を通して,統 計的なみ方に着目させ
ることが,ま ず,初 めのね らいになる。
目的にしたがって観点を決めて,そ の条件に合う資料を集め,これ らを分類
した り整理した りした うえで,それを表に表し,集団全体の特徴を把握すると
い う系統の過程について指導して,そ の過程を通して統計 としての考え方を指
導することになる。
また,こ の過程をとおして,資料をグラフで表す ことに よって,その特徴を
とらxやすくすることにあるが,3年 生で学習した棒グラフのあとを うけて,
折れ線グラフのみ方,か き方及びその特徴を理解させることにある。









(2)折れ線グラフの用語や要素を知 り,グラフをかいた り読んだ りする。








時こく 午前9時 10時 11時 12時 午後1時 2時 3時 4時

















●上 が るとき、下が る ときの傾 きの方 向。













折れ線グラフで正確に値が表 されているのは,頂 点だけである。点 と点 との
線分の中間の値,すなわち,総軸の重は,近似的な値を表している推定値である。
学習過程の中で具体的な場面をとおして理解を深るようにしたいものである。
○資料の収集 と記録 分類 と整理
統計の指導において忘れられがちなことであるが,最 も大切なことと考えら
れることは,「 目的の設定」とい うことである。
















学 習 活 動 留 意 点
部屋の南がわの温度調べの表をみて話 し合いをする。







●表 を見て気 のつ いた ことを話 し
合 い発 表 させ る。
●表 の要素 をおさえ る。
●時刻 と温度 が対応 して いるこ と。
●午後2時 までは、 だいた い上 が
っていて、それ以後 は、下 がって



























●点の移 りか わ りを見 やす くす る
た めには、線 でっ な ぐとよい こと
に気づ かせ る。
◎横軸 も目盛 りになってい るこ と
をお しえる。










●折 れ線 グラ フを完成す る。
●折れ線 グラ フを完成す る。
用語の定義 は、 ことばで表す よ
り、 イメー ジ化す る。
●折 れ線 グラフのよ さについて お
しえる。
折 れ線 グラフを見て かわ り方 を調 べ る。一
① グラフを見て、いちばん高い温
度 とその時の時刻 を調べる。
②温度 の変化 と折 れ線 の傾 きの関
係 をみ る。




O温度 が下 がる ときは右下 が り
で あ る。2時 ～3時 、3時 ～4時
O温度 がかわ らない ときは水平
で ある。12時～1時 。
●グラフの高 い ところを指 し、 そ
の時の温度 と時刻 をよむ。
③数値 をよむの は表 の方 が便利で
あるが、..高 い ところ をみつ け
るのは、 グラフの方 が早 い こ と。
●低 い ところを調 べ る。
●表か ら1時 問 ごとに何度上 がっ
たカ＼ 下 がったか を調べ、 それが
どこに表 れてい るかを見 る。

















































● を見 て一般化 す る。
以上,こ の稿の考察にあたっては,「 算数科における統計教育の再開」 との
観点か ら,現行の学習指導要領要領を基にしながら,「算数科における統計教






その1つ の方向として 「現代化」 という観点から小学校算数科における統計
教育を考えてみれば指導すべき素材そのものよりは,む しろ,教材の見方,考
え方,同 一教材を扱ったとしても,その扱い方にあることを考えれば,表,グ
ラフについての扱 う態度もおのずか ら明らかになるだろ う。
すなわち,現 象を記述するための表やグラフではな く,問題解決のための表
やグラフでなければならないと考えるからでる。
このことをいいかxる ならば,与}ら れた教材を適切に処理して,と とのっ
















お わ り に
この稿のは じめに も考えて きた ように,現 代は情報の大重 生産 の 時 代 で あ
り,こ の時代に生 活す るわれわれは,日 常に多 くの情報か ら正 し い判 断 を 行
い,そ れに正 し く対処す る必要があ る。
このためには,多 くの情報をどのよ うに 自分の 目的に合 わ せ 選 択 し,収 集
し,分 類整理,判 断してい くかが重要にな ると考え る。
統計教育は,統 計的な見方や考 え方,さ らに処理 とその技 能を,教 科領域に
即 して子 どもたち に身 につ けさせ る教育である。
教育課程 の改訂 もま近 にあ り 「自ら考え,正 し く判断できる こどもの育成」
を願いつつ,「 小学校 算数教育 におけ る統計教育」の2つ の小論 を足場に,よ
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